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　夕桜　関門橋の　灯り初む

　火の山の桜が夕日に染まっている。ふと関門海
峡に目をやると橋の燈が灯り始めていた。桜時の
火の山からの眺めは、朝、昼、夕及び夜のいつの
時刻もすばらしい。春の燈は華やぎ、さざめく一
種の艶な感じを持っている。

　桜咲き　宿直の窓　開けておく

　桜が満開になっており、二階の宿直室の窓に桜
の花が触れている。窓を開けひろげて、桜の花び
らや花の匂いを部屋に呼び込んだ。

　春の夜　患者奇妙な　事を言う

　当直の夜、若い患者の様子がおかしいと連絡が
あった。診察すると、はかない春の夢か？はたま
た心地よい眠りの中での楽しい夢か？盛んに訴え
ている。

　ひもすがら　海峡静か　黄砂降る

　朝起きて窓から外を見ると、景色が黄砂で霞ん
でいた。すぐに車を走らせ、火の山から海峡を眺
めてみる。黄砂のため視界が非常に悪く、海峡は
船止めになっており、汽笛も全く聞こえない静か
な海であった。黄砂はその日一日中続いた。

　球場に　寝転んでみる　朧月

　医師会野球部と歯科医師会のナイター試合が終
わり、広い外野の緑の芝生に寝転んでいると、夜
空に柔らかく霞んだ朧月が昇っていた。
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